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揺
れ
動
く
対
外
開
放
政
策

工
藤
年
博

特 集特 集
　

現
在
、
こ
の
国
を
英
語
でM

yanm
ar

（
ミ
ャ

ン
マ
ー
）
と
呼
ぶ
か
、Burm

a

（
バ
ー
マ
）
と

呼
ぶ
か
は
、
政
治
問
題
化
し
て
い
る
。
一
九
八
八

年
に
民
主
化
運
動
を
弾
圧
し
て
誕
生
し
た
軍
事
政

権
は
、
翌
年
、
英
語
国
名
をBurm

a

か
ら

M
yanm

ar

に
変
更
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
正

統
性
を
有
し
な
い
政
権
が
国
名
を
変
更
す
る
資
格

は
な
い
と
、
国
民
や
反
政
府
勢
力
は
激
し
く
反
発

し
た
。

　

し
か
し
、
実
は
軍
政
は
こ
れ
以
前
に
も
、
一
度

国
名
の
変
更
を
行
っ
て
い
る
。
ク
ー
デ
タ
ー
で
全

権
を
掌
握
し
た
二
日
後
に
、
国
名
か
ら
「
社
会
主

義
」（
ビ
ル
マ
語
のsoshelit

、
英
語
のsocial-

ism

）
を
除
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
軍
政
に
よ

る
社
会
主
義
の
放
棄
宣
言
に
他
な
ら
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
に
対
し
て
国
民
か
ら
反
発
は
全
く
な
か
っ
た
。

「
ビ
ル
マ
式
社
会
主
義
」
の
特
徴
で
あ
っ
た
閉
鎖

主
義
を
放
棄
し
、
国
際
社
会
に
広
く
門
戸
を
開
き
、

貿
易
・
投
資
・
人
の
交
流
を
通
じ
て
地
域
や
世
界

経
済
と
よ
り
密
接
に
結
び
つ
き
、
そ
し
て
な
に
よ

り
も
自
由
に
経
済
活
動
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
。

多
く
の
国
民
は
こ
の
新
た
な
経
済
体
制
、
す
な
わ

ち
対
外
開
放
と
市
場
経
済
化
を
歓
迎
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
二
〇
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
新
た
な
経
済
体
制
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済

と
国
民
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

●
市
場
VS.
統
制

　

現
軍
政
の
経
済
政
策
を
検
討
す
る
前
に
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
政
治
経
済
制
度
の
歴
史
的
変
遷
を
概
観

し
て
お
こ
う
。

　

同
国
で
は
独
立
後
一
四
年
間
は
、
民
主
主
義
の

下
で
市
場
経
済
体
制
が
採
用
さ
れ
た
。
独
立
ミ
ャ

ン
マ
ー
を
担
っ
た
ウ
ー
・
ヌ
政
権
は
、
理
念
と
し

て
は
社
会
主
義
経
済
の
建
設
を
目
標
と
し
て
い
た

も
の
の
、
そ
れ
は
穏
や
か
な
か
た
ち
で
推
進
さ
れ

た
。
市
場
経
済
の
基
本
的
枠
組
み
は
維
持
さ
れ
、

そ
の
中
で
一
部
産
業
を
国
有
企
業
が
担
う
混
合
経

済
が
目
指
さ
れ
た
。
外
国
企
業
は
概
ね
自
由
な
活

動
を
許
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
穏
健
な
政
策
を
社
会
主
義

か
ら
の
逸
脱
と
判
断
し
た
軍
部
は
、
一
九
六
二
年

ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
権
力
を
握
る
と
、
一
挙
に
社

会
主
義
化
を
推
進
し
た
。「
ビ
ル
マ
式
社
会
主
義
」

の
開
始
で
あ
る
。
以
来
二
六
年
の
長
き
に
お
よ
び
、

同
国
で
は
社
会
主
義
計
画
経
済
が
追
求
さ
れ
た
。

　
「
ビ
ル
マ
式
社
会
主
義
」
思
想
の
背
景
に
は
、

植
民
地
期
の
苦
い
経
験
が
原
体
験
と
し
て
存
在
す

る
と
言
わ
れ
る
。
植
民
地
期
、
同
国
の
経
済
開
発

は
ほ
ぼ
完
全
な
自
由
放
任
の
下
で
進
め
ら
れ
た
。

例
え
ば
、そ
れ
ま
で
湿
地
帯
で
あ
っ
た
イ
ラ
ワ
ジ・

デ
ル
タ
が
開
墾
さ
れ
た
の
は
、
自
由
貿
易
に
よ
っ

て
輸
出
市
場
が
出
現
し
た
た
め
で
あ
る
。
今
年
五

月
の
サ
イ
ク
ロ
ン
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
の

デ
ル
タ
は
、
植
民
地
時
代
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て

穀
倉
地
帯
へ
と
変
貌
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
の
世
界
恐
慌
を
経
て
、

多
く
の
農
地
が
イ
ン
ド
人
金
貸
し
の
手
に
渡
り
、

農
業
の
外
国
人
支
配
が
確
立
し
て
い
っ
た
。
一
方

で
、
近
代
産
業
は
英
国
を
中
心
と
す
る
欧
米
資
本

に
牛
耳
ら
れ
、
商
業
や
小
規
模
な
製
造
業
は
中
国

系
・
イ
ン
ド
系
に
担
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
植

民
地
期
に
お
け
る
外
国
人
支
配
の
苦
い
経
験
が
、

強
力
な
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
包
含
す
る
「
ビ

ル
マ
式
社
会
主
義
」
を
生
み
出
す
背
景
と
な
っ
た

と
さ
れ
る
。

　
「
ビ
ル
マ
式
社
会
主
義
」
の
時
代
を
通
じ
て
、

民
間
企
業
（
特
に
外
国
企
業
）
は
政
治
指
導
者
か

ら
疑
い
の
目
を
向
け
ら
れ
て
き
た
。
一
方
、
常
に

疑
惑
の
目
で
見
ら
れ
、
ま
た
実
際
に
財
産
を
没
収

さ
れ
企
業
活
動
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
企
業

家
達
は
、
政
府
の
政
策
や
権
力
行
使
の
あ
り
方
に
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不
信
と
不
安
を
抱
い
て
き
た
。

　

理
想
に
燃
え
た「
ビ
ル
マ
式
社
会
主
義
」で
あ
っ

た
が
、
こ
の
時
期
、
経
済
は
長
期
低
迷
に
陥
っ
た
。

理
由
は
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
第
一
に
、
産
業
国
有

化
に
よ
り
経
済
効
率
が
低
下
し
た
。
国
有
化
は

一
九
六
三
年
の
銀
行
に
始
ま
り
、
一
九
七
〇
年
代

初
め
ま
で
に
近
代
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
ほ
ぼ
完
了

し
た
。
外
国
人
経

営
者
に
代
わ
り
こ

れ
ら
国
有
企
業
の

経
営
に
あ
た
っ
た

の
は
企
業
経
営
の

経
験
が
皆
無
の
軍

人
で
あ
り
、
業
績

の
低
下
は
予
期
さ

れ
た
結
果
で
あ
っ

た
。
第
二
に
、
農

作
物
の
低
価
格
供

出
制
度
に
よ
る
農

家
所
得
の
低
迷
が

あ
っ
た
。
所
得
の

伸
び
悩
み
は
農
民

の
生
産
意
欲
を
傷

つ
け
、
農
業
生
産

と
輸
出
の
停
滞
を

も
た
ら
し
た
。
輸

出
低
迷
に
よ
る
外

貨
不
足
に
直
面
し

た
政
府
は
、
輸
入

削
減
で
対
応
し
た

た
め
、
モ
ノ
不
足

が
深
刻
化
し
た
。
モ
ノ
不
足
は
イ
ン
フ
レ
を
加
速

す
る
と
同
時
に
、ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
の
も
う
一
つ
の

特
徴
と
も
な
っ
た
闇
市
場
を
急
速
に
拡
大
さ
せ
た
。

　

政
府
は
イ
ン
フ
レ
を
抑
圧
し
よ
う
と
し
て
、

一
九
八
五
年
と
八
七
年
に
「
廃
貨
」
と
い
う
乱
暴

な
措
置
を
実
施
し
た
。
一
九
八
八
年
、
政
権
の
無

策
・
無
謀
に
つ
い
に
国
民
の
怒
り
は
爆
発
し
、
民

主
化
運
動
が
全
国
を
席
巻
し
た
。
国
軍
は
こ
れ
を

武
力
で
弾
圧
し
て
、
全
権
を
掌
握
し
た
の
で
あ
る
。

●「
背
水
の
陣
」と
し
て
の
貿
易
自
由
化

　

こ
の
よ
う
に
、
社
会
主
義
末
期
の
混
乱
の
中
で

登
場
し
た
軍
事
政
権
は
、
ま
ず
、
経
済
危
機
か
ら

の
脱
却
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
主
要

先
進
国
が
援
助
を
凍
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
事
態

は
一
層
深
刻
に
な
っ
て
い
た
。
軍
政
は
経
済
運
営

に
必
要
な
最
低
限
の
物
資
さ
え
も
、
輸
入
で
き
な

い
状
況
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ

て
、
軍
政
は
対
外
開
放
へ
と
踏
み
出
し
た
。
同
国

の
市
場
経
済
化
が
、
貿
易
自
由
化
や
外
国
資
本
の

受
入
れ
な
ど
、
対
外
開
放
か
ら
始
ま
っ
た
由
縁
で

あ
る
。

　

ま
ず
、
コ
メ
・
チ
ー
ク
材
・
原
油
・
天
然
ガ
ス
・

宝
石
等
を
除
き
、
対
外
貿
易
へ
の
民
間
企
業
の
参

入
が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
そ
れ
ま
で
密
輸

と
さ
れ
て
き
た
国
境
貿
易
が
公
認
さ
れ
、
中
国
、

タ
イ
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
各
国
と
の
国

境
貿
易
拠
点
が
開
設
さ
れ
た
。

　

貿
易
の
自
由
化
は
劇
的
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

同
国
の
貿
易
は
一
九
八
八
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
の

間
に
、
輸
出
額
が
約
三
〇
倍
、
輸
入
額
が
一
六
倍

に
増
加
し
た
（
図
１
）。
一
人
当
た
り
の
貿
易
額

は
一
九
八
五
年
の
二
五
ド
ル
か
ら
、
二
〇
〇
三
年

に
は
一
〇
六
ド
ル
に
ま
で
上
昇
し
た
。
貿
易
自
由

化
に
よ
っ
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
の
開
放
が
一
気

に
進
展
し
た
。

　

た
だ
し
、
輸
出
入
額
が
並
行
し
て
伸
び
た
わ
け

で
は
な
い
。
一
九
九
七
年
ま
で
は
、
輸
入
の
伸
び

が
輸
出
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
。
こ
れ

は
社
会
主
義
時
代
に
充
足
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
国
民
の
消
費
財
へ
の
需
要
が
対
外
開
放
後
に
一

挙
に
顕
在
化
し
た
こ
と
に
加
え
、
一
九
九
〇
年
代

央
ま
で
の
初
期
的
な
輸
入
代
替
工
業
化
の
進
展
に

伴
い
機
械
設
備
や
原
材
料
輸
入
が
増
加
し
た
た
め

で
あ
る
。

　

一
方
、
輸
出
の
方
は
一
九
九
〇
年
代
央
に
伸
び

悩
み
を
み
せ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
期
、
輸
出

が
伸
び
悩
ん
だ
一
つ
の
要
因
は
、
農
業
・
農
作
物

に
関
す
る
規
制
緩
和
の
遅
れ
で
あ
っ
た
。
当
時
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
主
要
な
輸
出
品
目
は
農
作
物
で

あ
っ
た
が
、
政
府
は
国
内
自
給
を
重
視
し
て
コ
メ

や
ゴ
マ
な
ど
国
際
競
争
力
の
あ
る
農
作
物
の
輸
出

を
規
制
し
た
の
で
あ
る
。

　

同
国
の
輸
出
が
再
び
増
加
す
る
の
は
、

一
九
九
〇
年
代
末
以
降
の
衣
類
（
縫
製
産
業
）
の

台
頭
と
二
〇
〇
一
年
以
降
の
天
然
ガ
ス
輸
出
の
開

始
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
貿
易
赤
字

の
拡
大
と
外
貨
不
足
が
、
同
国
の
対
外
開
放
政
策

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
点
は
、
後
で
詳
述
す
る
。

●
近
隣
諸
国
と
の
貿
易
関
係
の
強
化

　

貿
易
の
拡
大
に
伴
い
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
貿
易
相
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図１　ミャンマーの対外貿易

（出所）IMF, Direction of Trade（各年版）。
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手
国
も
大
き
く
変
わ
っ
た
（
表

１
、
表
２
）。
も
っ
と
も
大
き

な
変
化
は
、
貿
易
相
手
国
と
し

て
の
近
隣
諸
国
の
台
頭
で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
時
点
で
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
輸
出
総
額
に
占
め
る
タ

イ
・
イ
ン
ド
・
中
国
の
比
率
は

六
六
％
、
輸
入
総
額
に
占
め
る

中
国
・
タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
比
率
は
七
一
％
に
達
し
た
。

　

な
か
で
も
、
輸
出
に
お
け
る

タ
イ
、
輸
入
に
お
け
る
中
国
の

役
割
が
大
き
く
な
っ
た
。
タ
イ

向
け
の
増
加
は
、
マ
ル
タ
バ
ン

湾
沖
合
で
開
発
さ
れ
た
海
底
ガ

ス
田
か
ら
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に

よ
る
天
然
ガ
ス
輸
出
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
二
一
世
紀
に
入
っ

て
本
格
化
し
た
タ
イ
へ
の
天
然

ガ
ス
輸
出
は
、
二
〇
〇
六
年
に

は
二
〇
億
六
二
〇
〇
万
ド
ル
を

記
録
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
輸
出
総

額
の
半
分
近
く
を
占
め
た
。

　

一
方
、
中
国
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

へ
の
物
資
の
供
給
国
と
し
て
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
中
国

と
の
貿
易
は
、
陸
路
を
通
じ
た

国
境
貿
易
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

中
国
の
通
関
統
計
に
基
づ
け
ば
、

二
〇
〇
五
年
に
お
け
る
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
中
国
へ
の
輸
出
総
額
の

約
八
割
、
中
国
か
ら
の
輸
入
総
額
の
約
六
割
が
、

中
国
の
雲
南
省
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
シ
ャ
ン
州
・
カ

チ
ン
州
と
の
陸
路
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。
国
境
貿
易
は
欧
米
の
貿
易
・
金
融
制

裁
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
い
。
例
え
ば
、
米

国
経
済
制
裁
の
影
響
で
銀
行
間
ド
ル
決
済
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
が
、中
国
人
民
元
や
ミ
ャ
ン
マ
ー・

チ
ャ
ッ
ト
で
決
済
す
る
国
境
貿
易
に
は
影
響
が
な

い
。
今
や
、
中
国
国
境
貿
易
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済

の
大
動
脈
で
あ
る
。

●
外
資
受
入
れ
と
産
業
自
由
化

　

対
外
開
放
政
策
の
も
う
ひ
と
つ
の
柱
が
、
外
資

の
受
入
れ
で
あ
っ
た
。
一
九
八
八
年
一
一
月
に
公

布
さ
れ
た
「
外
国
投
資
法
」
に
よ
っ
て
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
は
二
五
年
ぶ
り
に
民
間
外
資
へ
門
戸
を
開
い

た
。
外
国
企
業
に
よ
る
一
〇
〇
％
出
資
を
も
認
め
、

か
つ
各
種
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
供
与
す
る
本
法

の
制
定
は
、
社
会
主
義
下
の
閉
鎖
主
義
と
決
別
す

る
画
期
的
な
政
策
で
あ
っ
た
。

　

翌
一
九
八
九
年
五
月
に
は
「
国
有
企
業
法
」
が

発
布
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
一
九
六
五
年
の
社
会
主

義
経
済
体
制
設
立
の
根
拠
法
が
廃
止
さ
れ
た
。
国

有
企
業
が
今
後
と
も
独
占
す
る
一
二
業
種
を
規
定

し
た
上
で
、
そ
れ
以
外
の
産
業
分
野
へ
の
民
間
企

業
の
参
入
を
自
由
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
民
間
企

業
活
動
は
従
来
の
「
原
則
禁
止
」
か
ら
「
原
則
自

由
」
へ
と
転
換
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
外
国
投
資
の
流
入
は
、
認
可

ベ
ー
ス
で
二
〇
〇
五
年
度
ま
で
の
累
計
額
が

一
三
八
億
一
六
〇
〇
万
ド
ル
、
件
数
は
三
九
九
件

で
あ
る
（
図
２
）。
二
〇
〇
五
年
度
の
急
増
は
、

タ
イ
企
業
に
よ
る
サ
ル
ウ
ィ
ン
川
に
お
け
る
水
力

ダ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
投
資
額

六
〇
億
三
〇
〇
〇
万
ド
ル
）
が
認
可
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
。
投
資
国
別
で
は
、一
位
タ
イ
（
五
三
％
）、

二
位
英
国
（
一
一
％
）、
三
位
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

（
一
〇
％
）、
四
位
マ
レ
ー
シ
ア
（
五
％
）、
五
位

香
港
（
四
％
）
の
順
で
あ
る
。
上
位
五
カ
国
中
三

カ
国
ま
で
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
あ
り
、
こ
れ
ら

三
カ
国
で
認
可
累
計
額
の
約
七
割
、
件
数
の
約
四

割
を
占
め
る
。

　

投
資
分
野
別
で
は
、
一
位
電
力
開
発

（
四
四
％
）、
二
位
石
油
・
天
然
ガ
ス
開
発

（
一
九
％
）、
三
位
製
造
業
（
一
二
％
）、
四
位
不

動
産
開
発（
八
％
）、五
位
ホ
テ
ル・観
光
業（
七
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
。
同
国
へ
の
外
国
直
接
投
資

は
天
然
資
源
開
発
が
中
心
で
、
雇
用
吸
収
力
や
技

術
移
転
効
果
の
大
き
い
製
造
業
へ
の
投
資
案
件
は

限
定
的
で
あ
る
。
外
資
に
限
ら
ず
、
製
造
業
へ
の

投
資
が
促
進
さ
れ
な
い
大
き
な
要
因
は
、
投
資
環

境
の
悪
さ
に
あ
る
。
な
か
で
も
、
イ
ン
フ
ラ
の
未

整
備
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

●
対
外
開
放
の
成
果

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
軍
政
が
対
外
開
放
へ

向
か
っ
て
大
胆
に
舵
を
切
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
そ
し
て
、
対
外
開
放
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
を

大
き
く
変
容
さ
せ
た
。
そ
れ
は
文
字
通
り
「
目
に

見
え
る
」
変
化
で
あ
っ
た
。
植
民
地
時
代
の
面
影

を
強
く
残
し
て
い
た
首
都
ヤ
ン
ゴ
ン
は
、

一
九
九
〇
年
代
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
り
毎
日
の

表１　ミャンマーの輸出相手国ランキング
1980 1985 1990 1995 2000 2006

1 シンガポール 14.3% ア フ リ カ 19.7% ア フ リ カ 14.3% シンガポール 16.0% ア メ リ カ 22.4% タ イ 49.0%
2 ア フ リ カ 10.6% シンガポール 9.7% タ イ 12.0% イ ン ド 12.2% タ イ 11.8% イ ン ド 12.1%
3 日 本 9.9% 香 港 9.1% シンガポール 11.3% 中 国 11.3% ア フ リ カ 8.6% ア フ リ カ 5.8%
4 インドネシア 9.5% 日 本 8.4% イ ン ド 10.8% ア フ リ カ 9.3% イ ン ド 8.2% 中 国 5.3%
5 香 港 7.6% インドネシア 7.0% 中 国 8.1% インドネシア 8.0% 中 国 5.7% 日 本 5.1%

（出所）IMF, Direction of Trade.

表２　ミャンマーの輸入相手国ランキング
1980 1985 1990 1995 2000 2006

1 日 本 43.7% 日 本 39.0% 中 国 20.6% シンガポール 29.9% タ イ 18.3% 中 国 34.0%
2 イ ギ リ ス 8.8% イ ギ リ ス 9.1% シンガポール 17.9% 中 国 29.0% 中 国 18.0% タ イ 21.4%
3 ド イ ツ 7.4% ド イ ツ 6.7% 日 本 16.6% マ レ ー シ ア 10.8% シンガポール 15.8% シンガポール 15.8%
4 シンガポール 6.1% ア メ リ カ 6.0% ド イ ツ 4.8% 日 本 7.4% 韓 国 10.5% マ レ ー シ ア 4.6%
5 ア メ リ カ 5.0% シンガポール 5.8% マ レ ー シ ア 4.7% 韓 国 4.1% マ レ ー シ ア 8.4% 韓 国 4.0%

（出所）IMF, Direction of Trade.
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よ
う
に
そ
の
景
観
を
変
貌

さ
せ
た
。
道
路
に
は
車
が

溢
れ
、
朝
夕
の
通
勤
ラ
ッ

シ
ュ
は
日
常
の
光
景
と

な
っ
た
。
高
級
ホ
テ
ル
や

オ
フ
ィ
ス
・
ビ
ル
が
い
く

つ
も
建
設
さ
れ
た
。
経
済

成
長
も
、
一
九
九
七
年
ま

で
は
順
調
で
あ
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
市
場
経
済

化
は
良
い
面
ば
か
り
で
は

な
い
。
そ
れ
に
伴
う
様
々

な
問
題―

イ
ン
フ
レ
の

高
進
、
所
得
格
差
の
拡
大
、

都
市
化
と
環
境
の
悪
化
な

ど―

も
表
面
化
し
た
。
そ

れ
で
も
、
国
際
社
会
に
門

戸
を
開
き
、
自
由
な
経
済

活
動
を
通
じ
て
地
域
・
世

界
経
済
へ
と
統
合
し
て
い

く
対
外
開
放
は
、
多
く
の

国
民
が
望
ん
だ
選
択
で
あ
っ
た
。

●
後
戻
り
す
る
経
済
改
革

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
九
七
年
を
境
と
し
て

経
済
改
革
の
歩
み
は
ぱ
た
り
と
止
ま
り
、
現
在
は

恣
意
的
な
介
入
政
策
ば
か
り
が
目
に
つ
く
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
は
、
貿
易
赤

字
の
拡
大
と
ア
ジ
ア
経
済
危
機
で
あ
っ
た
。

一
九
九
七
年
に
お
い
て
、
貿
易
赤
字
は
輸
出
総
額

の
一・
五
倍
に
ま
で
拡
大
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
ジ

ア
経
済
危
機
の
余
波
を
受
け
て
、
外
国
直
接
投
資

の
流
入
が
激
減
し
た
こ
と
で
、
軍
政
は
再
び
外
貨

危
機
に
直
面
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
の
経
済
危
機
に
対
す
る
軍
政

の
対
応
は
、
極
め
て
内
向
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

軍
政
は
マ
ウ
ン
・
エ
イ
副
議
長
を
首
班
と
す
る
貿

易
政
策
委
員
会
（
Ｔ
Ｃ
）
を
設
置
し
、
貿
易
管
理

に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
Ｔ
Ｃ
は
対

外
貿
易
の
み
な
ら
ず
、
財
政
・
金
融
・
税
制
・
国

有
企
業
・
農
業
・
産
業
等
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
規

制
強
化
や
国
家
介
入
を
図
り
、
同
国
の
市
場
経
済

を
歪
ん
だ
も
の
と
し
て
し
ま
う
。
以
降
、
軍
政
の

経
済
政
策
か
ら
対
外
開
放
へ
向
け
た
気
運
は
消
滅

し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
実
を
言
え
ば
、
一
九
九
七
年
の
外
貨

危
機
は
規
制
強
化
の
き
っ
か
け
に
過
ぎ
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
海
底
天
然
ガ
ス

の
開
発
の
成
功
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
六
年
に
は

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
四
億
五
一
四
〇
万
ド
ル
の
貿
易
黒

字
を
計
上
し
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
対
外
経
済
部
門
は
、
外
貨
不
足
に
悩
ま
さ

れ
て
い
た
一
九
九
〇
年
代
央
と
は
様
変
わ
り
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
で
も
経

済
改
革
は
頓
挫
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
軍
政
が
経
済
統
制
を
強
め
て
い
る
よ

り
本
源
的
な
要
因
は
、
皮
肉
な
こ
と
な
が
ら
、
現

政
権
の
権
力
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
現
政
権
下
で
長
ら
く
経
済
担
当

で
あ
っ
た
エ
ー
ベ
ル
大
臣
は
、「
外
国
投
資
法
」

を
権
力
掌
握
後
わ
ず
か
三
カ
月
で
制
定
し
た
と
胸

を
張
っ
て
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
や
れ
ば
で
き
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
軍
政
を
や
る
気
に
さ
せ
た

も
の
、
そ
れ
は
危
機
感
で
あ
っ
た
。
一
九
八
八
年

当
時
、
彼
ら
に
は
社
会
主
義
体
制
の
ま
ま
で
は
国

民
の
不
満
を
抑
え
ら
れ
な
い
、
そ
し
て
経
済
が
破

綻
し
て
し
ま
う
と
い
う
強
い
危
機
感
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
権
力
の
安
定
に
伴
い
当
時

の
危
機
感
は
薄
れ
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
登
場
し
た

の
は
、
国
軍
、
国
有
企
業
、
官
僚
な
ど
が
自
ら
の

既
得
権
益
の
保
持
に
汲
々
と
す
る
保
身
の
姿
勢
で

あ
っ
た
。
そ
う
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
の
は
、
権

力
者
だ
け
が
経
済
利
権
を
独
占
す
る
、い
わ
ば「
ビ

ル
マ
式
市
場
経
済
」
で
あ
っ
た
。
現
在
、
有
名
な

実
業
家
は
、
軍
政
と
強
い
パ
イ
プ
を
持
つ
政
商
ば

か
り
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
九
月
の
僧
侶
デ
モ
の

背
景
に
も
、
特
権
階
級
の
み
が
利
益
を
享
受
す
る
、

歪
ん
だ
市
場
経
済
に
対
す
る
国
民
の
不
満
が
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

独
裁
的
な
権
力
を
持
つ
軍
事
政
権
は
、
そ
の
気

に
な
れ
ば
、
反
対
勢
力
に
気
を
遣
う
こ
と
な
く
、

経
済
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
は
政

治
的
意
思
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
や
、
国

軍
は
自
ら
が
経
済
改
革
に
反
対
す
る
抵
抗
勢
力
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
、

二
一
世
紀
に
入
っ
て
、
軍
政
は
苦
し
い
経
済
改
革

を
進
め
な
く
て
も
、
天
然
ガ
ス
輸
出
で
潤
沢
な
外

貨
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
世
界
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
が
続
く
な
か
で
、
軍
事
政

権
が
再
び
対
外
開
放
へ
と
舵
を
切
る
可
能
性
は
、

ま
す
ま
す
低
く
な
っ
て
い
る
。

（
く
ど
う　

と
し
ひ
ろ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

特 集特 集

（出所）ミャンマー投資委員会。
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図２　ミャンマーへの外国直接投資




